
第 33 回総合治水ワーキングチーム会議の協議結果 

 
 日 時 平成１８年４月１９日（水）17：30～22：00 
 場 所 西宮市男女参画センター ４１１号室 
 出席者 （委員）松本（誠）、奥西、川谷、畑、村岡、岡田、加藤、佐々木、田村、中川、 

浅見、伊藤、草薙、酒井、谷田、土谷、山仲 
（河川管理者）田中、森田、渡邊、前川、前田、西村、合田 
（事務局）林、長尾、植田 

 
内 容(協議結果) 

１ 貯留施設の検討及び基本高水の考え方等 

 （１） 貯留施設の検討 

整備計画レベルでの「遊水地の検討」、「既設ダムの検討」及び「予備放流と事前放流」

について、河川管理者から説明があり、協議した結果、今後、整備計画レベルにおける

流域対策の効果量等を検討していくことを確認した。 

 （２） 基本高水の考え方 

基本高水の設定方法については、「雨量観測所数」、「棄却（時間分布、地域分布）」、「H16

年の降雨の捉え方」、「工事実施基本計画の基本高水を念頭におくかどうか」に絞って、

継続して検討することとなった。 

 

２ その他 

(１) 次回以降の会議の協議事項 

 ① 洪水調節施設 

 ② 総合治水対策 

 ③ 基本方針、整備計画の河道分担 

 

(２) 今後の日程（開催日時） 

第 34 回  4 月 25 日（火）13：30～ 

第 35 回  5 月 11 日（木）17：00～ 

第 36 回  5 月 16 日（火）13：30～ 

第 37 回  5 月 23 日（火）13：30～ 

第 38 回  5 月 30 日（火）13：30～ 

 

 

 

≪当日配付資料≫ 

  資料１ 武庫川における遊水地の検討（様々な降雨規模での遊水地の効果量算定） 
  資料２ 武庫川における既設ダムの検討（様々な降雨規模での既設ダムの効果量算定） 
  資料３ 「予備放流」と「事前放流」について 
  資料４ 効果量比較図（川谷委員） 
   資料５ 複合確率（奥西委員） 
  資料６ 基本高水について（提案）（伊藤委員） 
  資料７ 河道対策について（提案）（伊藤委員） 
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